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二
月

の
異
名

に

『
き
さ
ら

ぎ
』

か
お

る
。
奥
儀
抄
日

「
き

さ
ら
ぎ

と
は
、
正
月
の

ど
か
な
り
し
を

、

此
月

さ
え
か
へ
り
て
更

に
き

ぬ
を

き

れ
ば
、
き
ぬ

さ
ら

ぎ
と

い
ふ
を

あ
や
ま

れ
る
な
り
。

按
ず
る
に

、

も
と

は
き
ぬ
さ
ら

ぎ
也
」

と
。

又

、
草
木

の
萌
し
出

づ
る
月

の

意
か
ら

、
賀
茂
真
淵

は
「
木

久
佐

渡
利
都
伎
也

」
と
説

い
て

い
る
。

諸
説
あ

る
が
北
国
青
森

に
は
前

者

が
ふ

さ
わ
し

い
よ
う
で
あ

る
。

寒
さ
は
こ

れ
か
ら
か
本
番
。
風

邪

に
冒
さ

れ
な

い
よ
う

留
意
し

て
、

待
望
の
三

月

を
迎
え
た

い
。
し

か

し

、
「
健
康
志
向

」
だ
け

が
長

寿

社
会

唯
一
の
願
望

だ
と
決
め
つ
け

、

少
し

体
調
を
崩
す

と
神
経
質
に

な

る
傾

向

が
目
立

つ
。

こ
う

し

た
傾

向
も
度

が
過

ぎ
る
と
、
す
で
に
心

が
病

ん
で
い
る

と
い
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う

か
。

月

の
異

名
は
如
月

、
衣

更
着
、

梅
見
月

、
梅
つ
さ
月

、
初
花
月
、

雪
解
月

、
小

草
生
月

、
夾
鐘
、
仲

陽
、
令
月
と
あ

る
。
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や
る
き
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
！

閉
ざ
さ
れ
が
ち
な
冬
場
の
体
力

づ
く
り

と
ス
キ

ー
技

術
の
向
上
を

目
的

に
、
少
年

ス
キ
ー
教
室

が
一

月
九
日

と
十
一
日

、
村

簡
易
ス
キ

ー
場

に
お

い
て
四
士

八
名
が
参
加

し
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

ス
ク
ー
ル

バ
ス
で

ス
キ
ー
場
に

到
着
し

た
参
加
者

は
、
開
講
式

後
、

さ
っ
そ
く
ゲ
レ
ン
デ
に
繰
出
し
、

指
導
員
の
も
と
、
ス
キ
ー
繰
作
の

技
量
別

に
七
班

に
分

か
れ
指
導
を

受
け

ま
し

た
。

大
人
顔
負
け
の
滑
り
を
す
る
上
級

者

ク
ラ
ス
の
班
で
は
、
よ
り
早

く
無

少
言
ス
キ
ー
教
室

駄
の
な
い
高
度
な
技
術
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
を
は

い
て
歩
く

の
が
や
っ
と

と
い
う

初
心
者

ク
ラ
ス
の
子
も
、
や
る
気
は
十
分
で
元
気
よ
く
基
本
動

作

か
ら
習

っ
て

い
ま
し
た
。

ど
の
子
も
二

日
間
の
教
室

に
自
分
な
り

の
目
標
を
立

て

て

い
る
よ
う

で
「
リ
フ
ト

に
乗
り

た
い
」

と
か

「
曲

が
れ
る
よ
う

に
な
り
た

い
」

と
、
目
を
輝

か
せ
な

が
ら

指
導
員
に
話
し

か
け
て

い
ま
し

た
。

自
由
に
滑
り

遊

ぶ
の
と
違

い
、
二
日
間

の
ス
キ

ー
教

室
で
、
制
限
さ
れ
姿
勢
ま
で
指
導
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
滑
り
は

、
ス

ム
ー

ズ
で
力

強
く
な

っ
て

い
ま
し

た
。

ス

ポ
ー
ツ
は
、
生
活

に
大

き
な
う

る
お

い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
な

か
で

も
ス
キ
ー

は
広

い
地
域

で
行

わ
れ
、

性
別
、

年
齢

を
問
わ
ず

、
多

く

の
人

々
に
魅
力
あ

る
生

まずは基本から“腕を曲げて手は少し前｣と指導員

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
滑
れ
る
地
元
の
ス
キ
ー
場
を
お
お
い

に
利
用
し
、
安
全
で
楽
し
い
ス
キ
ー
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こちらの班は、歩き方と登る練習です。

村
内
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
を
募

り
、

長
い
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
滑
る
う

と
、

体
育
協
会
ス
キ
ー
部
が
主
催
す
る

琵
第
四
回
安
比
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
″

が
一
月
十
三

日
（
金

）
行

わ
れ
、

少
年
か
ら
大

人
ま
で
四

十
二

名

が

参
加
し
ま
し

た
。

二
の
日
の
安
比
ス
キ
ー
場
は
風

も
な

い
絶
好

の

ス
キ

ー
日
和
と
な

り
参
加
し

九
千

ど
も

だ
ら
け
大
喜

び
。
ま
だ
、
村
社
会
教
育
課
が
二

日
問
実
施
し

か

ス
キ

ー
教
室
の

後

と
あ
っ
て

足
慣
ら
し

も
士

分
で

、

思

う
存
分

に

シ
ュ

プ
ー
ル
を
描

い

て

い
ま
し

た
。
参
加

者
は
集
合
時

間
の
午

後
三

時
三

十
分
ま
で
目
一

杯
ま
で

滑
り
、
全

員
元

気
に
帰

路

に
つ

き
ま
し

た
。

片

道
二

時
間
三

士

分
の
道

程
も

蓬
田
観
光
の
豪
華
な
バ
ス
で
ビ
デ

オ
観
賞

が
で
き
快

適
そ
の
も

の
で

し

た
。

少年スキー教室・安比スキーツアー●2

かいてき安比スキーツアー
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2
4時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球
を
救
う
」
か
ら

移
動
入
浴
車
寄
贈
！

寝

た
き
り
や
、
在
宅
介

護
を
必

要

と
す

る
方

が
利
用
で

き
る
移
動

入
浴

車
が
、
青
森
放

送
株
式
会
社

よ
り

、
村
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

移
動
入
浴
車
は

、
二

十
四

時
間

テ

レ

ビ
「
愛
は
地

球
を
救
う
」

か

ら
青
森
県
内
に
四

台
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
高
橋
勝

美
青
森
放
送
（
株

）

営
業
局
次
長
は

「
在
宅
福
祉
サ

ー

ビ
ス
に
大

い
に
活
用
し
て
下

さ
い
」

と
小
畑
清
賓

収
入

役

ヘ
キ
ー

を
手

渡
し
ま
し

た
。

軽
自
動
車
な

が
ら
コ

ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
ら

れ
、
雪
に
強

い
四
Ｗ

Ｄ

は
狭

い
道

路
に
も
威
力
を
発

揮

し

ま
す
。

民
生
課
で

は
入
俗
車
を
効

率
よ

く
活
用
す

る
た
め
に
、

さ
っ
そ
く

一
月
十
二
日
（
木
）
に
取
扱
い
の

説
明
会
を
開

き
、
関
係
者

は
熱
心

に
操
作
方
法

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

移
動
入
浴

車
の
名
称

は
あ
た
た

か

い
サ

ー

ビ
ス
と

ヘ
ル

パ
ー
の
笑

顔
を
一

緒
に
届
け
よ
う

と
、
「
ひ

ま

わ
り
号

」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し

た
。

書初め大会

引

き

続
き

、

講

師

の

坂
本

毅

（
中
沢

）
さ
ん

が
、
手
本

を
示

し

指

導
し
た
後

、
参
加
者

は
思

い
思

い
の
場
所
で

、
元

気

い
っ
ぱ
い
に

筆
を
は
し

ら
せ
て

い
ま
し

た
。

席
題
は

次
の
と

お
り
で
す

。

幼
児
　

「
つ
　

き
」

小

一
　

「
こ
た
つ
」

小

二
　

「
は
つ
そ

ら
」

小
三
　

「
冬
げ
し

き
」

小
四
　

「
初
日

の
光

」

小
五
　

「
世
界
平
和

」

小
六
　

「
平

和

な
家
庭
」

中
一
　

「
雪
降

る
山
里
」

中
二

、
三
　

「
美
し

い
大
自

然
」

一

般
　

「
天

寒
遠
山
浄
一

審
査
の
結
果

、
次
の
方

々

が
入

選

さ
れ
ま
し

た
。

●

金
賞

▼

福
士
雄
大

（
幼
児

）
▼

山
本
陽

子

（
小

コ

▼

中
川
将
太
（
小
二

）

▼

坂
本
香

織
（
小
三

）
▼

中
川
由

香
（
小
五

）
▼
森
久

美
子
（
小

六

）

▼
大
宮

た
に
（
一
般

の
部

）

●
銀
賞

▼

坂
本

英
隆
、
大
宮

ゆ
う
子

（
幼

児

の
部
）
▼
大
宮
亜

由
美
（
小

二

▼
青
木

比
呂
、
高
松

未
由
樹

（
小

二

）
▼

山
本
博
国

（
小
三

）
▼

坂

本
陽
平

、
青
木
一

隆
（
小
四

）
▼

坂
本

貴
美
（
小
五

）
▼
森

倫
子

、

太
田

絢
子
（
小

六

）
▼
中
川

良
恵

（
中

二

▼

久
慈
登
世
雄

（
一
般

の
部

）

3●書初め大会・移動入浴車寄贈から

のぴのぴ

新

年
に
あ

た
り

、
親
子
で
書

初
め
を
し

、
創

作

活
動
を
通
し

て
対
話
や

ふ
れ
あ

い
の
場

を
つ

く

る
こ
と
を

ね
ら
い
に
一
月

六
日
（
金

）
新
春

書

初
め
大
会

が
村
農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ

ン

タ
ー
に

お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

書
初

め
大

会
は
、
村

教
育
委
員
会

社
会
教
育

課

が
毎
年
主

催
し
て

い
る
も
の
で

、
ち

び
っ
こ

か
ら
大
人

ま
で
四
十
人

が
参
加
し

ま
し

た
。

開
会
式

の
あ

い
さ
つ
で
奈
良
良

成
教
育
長

は

「
書
初

め
に
は

と
て

も
歴

史

が
あ

っ
て
、
江
戸

時
代

は
寺
子
屋
で
行

わ
れ
て

い
ま
し

た
。
子

ど

も

た
ち
が
一
月
五
日

に
書
初

め
を
し

て
、
七

日

に

は
屋

外
で
作
品

を
焼
き

、
そ

の
仄
か
空
高

く

舞

い
上

が
る
ほ

ど
勉
学

が
で

き
る
と
言

わ
れ
て

い
ま
し

た
。
今
日

は
思

い
き

っ
て
、
の

び
の
び

と
書

く
よ
う
挑

戦
し

て
く

だ
さ
い
」

と
話
し

ま

し

た
。



広報よもぎた

健
康
第
一
に
が
ん
ば
っ
て
／・

村
労
働
者
協
議
会
総
会
及
び
安
全
祈
願
祭

一
月
五
日
（
木
）
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
出
稼
ぎ
者

の
安
全
祈
願
祭
及
び
、
第
二
十
九

回
村
労
働
者
協
議
会
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
安

全
祈
願
祭
で
は
、
神
前
に
、
佐
藤

喜
一
村
労
働
者
協
議
会
会
長
を
は

じ
め
、
坂
本
昭
巳
村
助
役
、
清
水

信
造
村
議
会
議
長
、
ほ
か
来
賓
が

次
々
に
玉
串
を
奉
奠
し
就
労
者
の

安

全
を
祈
り
ま
し

た
。

神
事
の
後

、
佐
藤
喜
一
会
長

が

「
社
会

変
動

が
激
し

く
経
済
低

迷

や
工

場
閉
鎖

、
企
業
は
安
価

な
コ

ス
ト

を
求

め
海
外

に
進
出
す

る
な

ど
、
労
働
者
は

厳
し

い
状
況

に
あ

り
ま
す

。
し

か
し

少
し
で
は
あ

り

ま
す

が
、
景
気

が
落
ち
着
き

を
取

り
戻
し

つ
つ
あ
り

ま
す
の
で

、
職

場

で
は
細
心

の
注
意

を
は
ら

い
事

故

に
遭
わ
な

い
よ
う

に
し
て
下

さ

い
」

と
挨
拶
し
ま
し

た
。
引

き
続

き
祝
辞
を

、
坂
本
昭
已
助

役
と
清

水
信
造
議
会
議

長

が
、
「
昨
年
は

米

が
大
豊
作

で
し

た

が
景
気

回
復

は
期
待
し

た
程
で
な

い
。

生
き

が

い
を
持
っ
て

健
康
第
一

に
災

害
に

遭
わ
な

い
よ
う

十
分
気

を
つ
け
、

ふ
る
さ

と
発
展

の
た

め
に
頑

張
っ

て
下

さ

い
」

と
述

べ
ま
し

た
。

そ
の
後

、
青
森
労
働
基

準
監
督

所

長
か
ら

。
安
全
に
働

く
た
め
の

指
導

”
と
し
て

説
明

が
あ

り
、
続

い
て
青
森
職
業

安
定
所
長
（
代
理

）

か
ら
は

。現

在
の
出
稼

ぎ
の
状
況

″

に
つ

い
て
話
し

が
あ
り
ま
し

た
。

こ
の
後

、
行

わ
れ

た
村

労
働
者

協
議
会
総
会

は
全
議
案

を
満
場
一

致
で
可

決
し

ま
し

た
。
引

き
続

い

て
懇
親
会
で

は
、
会
員

が
和

気
あ

い
あ

い
に
親

睦
を
深

め
て

い
ま
し

た
。出
稼

ぎ
に
出

掛
け

る
際
は
、
役

場

に
連
絡
く

だ
さ
る
こ

と
と
、
労

働
条
件
を
確
認
し

雇
用
者

と
の
ト

ラ

ブ
ル
を
避
け

る
意
味
で

職
業
安

定
所
を
と

お
す

こ
と
。

ま
た
、
事

故

見
舞
金
給
付

制
度

が
あ

り
ま
す

の
で
加
入
す

る
よ
う
に
し

ま
し

ょ

う

。
詳
し
く

は
役
場
民

生
課
に

お

尋

ね
下

さ
い
。

ス キーで

蓬
田
中
学
校
の
坂
本
恭
一
（
三
学
年
、
長
科
）

君

が
、
ス
キ

ー
の
全
国
大

会
と
東
北
大

会
出
場
選

手

言
一
年
連
続

）
に
。

古
川
誠
（
三

学
年
、
長
科

）

君

が
、
東
北
大
会
出

場
選
手

に
決
ま
り
ま
し

た
。

二

人
は
、

一
月

十
九
日

、
大

鰐
温

泉
ス
キ
ー
場

で
行

わ
れ
た
県
中

学
校
体
育

大
会
冬
季

ス
キ
ー
競

技

会
に
出
場
し

、
坂
本
恭

一
君

は

、
大

回
転
で
二

位

、
回
転
で
三

位
。
古
川

誠
君

は
回

転
で
七
位

と

大

健
闘

し

、
東
北
大
会
及

び
全
国
大
会

の
本
県
代

表

選
手
に
選

ば
れ
ま
し

た
。

ま
た

、
二

人
の
活
躍

で

学
校
得
点

で
も
蓬
田
中

学
校
は
二
部

で
三

位
に

な
り

ま
し

た
。

東
北
大
会

は
、
二

月
八

～
十
日
ま

で
秋
田
県
田

沢

湖
町

で
。

全
国

大
会

は
二
月

一

上

二
日
ま
で
岐

阜
県
朝

日
村

で
開
催
さ

れ
ま
す

。

村
の
ス
キ

ー
場
か
ら
大

き
な
大
会

に
出
場
す
る

二

人
の
選
手

に
熱
い

エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

(写真左 から、福田 蓬中校長､ 古川誠君､ 八戸蓬田村長､ 坂本 恭一 君)

安全祈願祭から●4村労働者協議会総会、

坂本恭一
古川　誠君が

全国大会
東北大会
出場選手 に．／



村のために役立ててと寄付．／

村
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
寄
付
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤本作蔵さん（長科）71歳

金額　50,000 円

（写真、右、藤本さんから吉崎良一

社会福祉協議会事務局長へ手渡す）

・

叱

る
親

・

よ
く
舌

を

・
永
田

町

・

バ
イ

バ
イ
と

う
し
ろ
で

返
す

回
し
て
暮

ら
す

裏
と
表
の

良
い
娘

も
か
げ
で

蓬田中学校PT  A

金額　27,775円

(写真、右、武井昭夫蓬中P  T A

会長)

蓬中祭の売り上げの一部を寄付

しました。
長
い
舌

詐
欺
の
弁

二
枚
舌

舌
を
出
す

青木巳之吉さん（阿弥陀川）71歳

金額　100,000 円

青木さんは「日ごろ、ヘルパーを派遣

していただいたり、機能回復訓練に参加

させていただき福祉行政に世話になっ

ている」と、寄付してくれました。

八
戸
良
次
郎
村
長
【
談
】

ち
か
ご
ろ
、
と
み
に
善
意
の
寄
付
を

し
て
く
れ
る
方
が
お
お
く
な
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。
自
ら
の
生
活
を
き
り
つ
め

な
が
ら
も
寄
付
し
て
く
れ
る
。
こ
う
い

う
方
に
お
会
い
し
私
は
、
心
打
た
れ
感

激
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
寄
付
金

は
、
社
会
福
祉
や
就
学
奨
励
金
貸
与
基

金
に
大
切
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

あ
た
た
か
い
、
寛
大
な
志
し
に
感
無

量
で
あ
り
ま
す
。

昭
　

夫

飄
　

一

久
　

子

咲
　

子

・
川

柳
会

・
子

の
食

い
気

・

料
理
下
手

・

冗
談
に

す
べ
っ

た
舌
で

皿
ま
で

な
め
て

舌
で
丸

め
て

本
音

を
混

ぜ
て

教
え

ら
れ

舌
つ
ヾ
み

食

べ
さ
せ

る

舌
を
出

す

蟹
田

警
察
署

は
、
平

成

六
年
度
の
警

察
協

力
者
・
優
良

警
察
署
員

の
表
彰
式

を
一
月
十
二
日
（
木
）
、
同
警
察
署
で
行

い
ま
し

た
。

蓬
田

村
で
は
団

体
で
、
交
通

安
全
の

普
及

お
よ

び
活
動

に
協
力
し

た
と
し

て

松
山
会
（
代
表
、
泉
谷
一
博

さ
ん
「
長
科

地
区
有

志
で
結
成
」
）
に
。

個
人
で
は
、

警
察
業

務
の
捜
査
防
犯

活
動

に
積
極
的

に
協
力
し

た
と
し
て

坂
本
洋
一
（
中
沢

）

さ
ん

に
、
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状

が
贈
ら
れ

ま
し

た
。

お

め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

尚
　
政

清
　
乃

重
　
彦

勝
　
子

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
の

み
な

さ
ん
、
が
ん
ば

っ
て

く
だ

さ
い

。

5●川柳北緯41ソ社会福祉へ寄付金

警

察

協
力
一者
を
表
彰



広報よもぎた

百゙害あって一利なし､、とはわかっていても、なかなかやめられないのがタバコ。しかし、このまま吸い

続ければ、明らかにがんになる確率が高くなるばかりか、自分の家族までタバコの煙害に巻き込む羽目にな

ります。蓬田村では平成元～５年までの５年間に186 人亡くなっていますが、その内の48 人（25 ％）ががん

でなくなっており、肺がんによるものが16 人とトップ となっていました。

愛煙家の皆さん、そうなる前に、そろそろタバコとサヨナラしませんか｡/

保健コーナー●6

タバコとサヨナラしませんか

言う ま でも なく 、 タ バコ は 二 コチ ン 、タ ー ルな

どの 有 害物 質 が‘いっ ぱ いつ ま っ た 毒゙ の か たま り ″

で す。 吸え ば 、 喫 煙者 自身 に 害 が及 ぶ ば かり か、

まわ り の人 た ち （ 特に 妻や 夫 ） にも 悪 い 影響 を 与

えま す。

い つま で も タ バコ と 縁の 切 れな い 愛 煙家 の みな

さん 、 いま 、あ な た は 妻 （夫 ）と タ バコ の ど ちら

を一 生の 伴 侶 とし て 選ぶ か の 選択 を 迫ら れ て いる

とい って も 過 言で はあ り ま せ ん。 肩 身の 狭 い 思い

をし なが‘ら 吸 い 続け るよ りも 、 こ の 際禁 煙 を。



広報よもぎた

お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

農

業
・
漁
業

・
自
営
業
な

ど
を

営

む
皆

さ
ん

、
所

得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
が
き
ま
し
か
。

平
成

六
年
一
月

か
ら
十
二

月
ま

で

の
間

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、

「
社
会

保
険
料
控
除
」
と
し

て
全
額

所
得

か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

申
告

で
き
る
の
は

、
平

成
六
年

分

の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
過
去

に
免

除
を
受
け
た
期
間

分
の
追
納

や
未
納

に
な
っ
て

い
た
前

年
以

前

分
の
保

険
料
も
含

め
て

、
平

成
六

年
中

に
納

め
た
全
部
の
額
で
す
。

自
分
の
保
険

料
だ
け
で
な
く

、

家

族
の
分

と
し
て

納
め
た
保
険
料

も

控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、

忘

れ
な

い
よ
う

に
し

ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
国
民

年
金
基
金
に
加
入

し
て

い
る
方

は
、
掛
金
も
全
額

控

除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

平

成
六
年
中

の
保
険
料
は

定

額
保
険
料

一
月

上

二
月

月

額
　
　

一
〇

、
五
〇
〇
円

四
月

～
十
二
月

月

額
　
　

一
　コ
　
一
〇
〇
円

付
加

保
険
料

月

額
　
　
　
　
　

四
〇
〇
円

所
得
税
（
源
泉
所
得
税
）

の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

昨
年
中
に
退
職
金
の
支
払
い
を

受
け
て
所

得
税

が
源
泉
徴

収
さ
れ

た
人
は

、
特
別

減
税
額

が
還
付
さ

れ
ま
す
。

ま

た
、
一
般
の
サ
ラ
リ

ー

マ
ン

の
人
で

も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税

が
還
付

さ

れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
医

療
費

控
除
は
、

病
院
な

ど

の
領
収
書

の
他
、
高
額
医

療

費
等

と
し

て
還
付

さ
れ
た
額

の
わ

か
る
も
の

・
銀
行
等
金

融
機
関
通
帳

な

ど

口
座
番
号

の
わ
か
る
も

の

・
印
鑑

▼

問
い
合
せ

蓬

田
村

役
場

税
務
課

こ
一
七
局

二

一
一
一
番

）
、
青
森
税
務
署

（
○

一

七
七
－

七

六
－

四

二
四

コ

ま

た
は
税
務
相

談
室
青
森
分
室

（
○

一

七
七
－

二
三
－

二
三

七

九
）

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強

運
動
の
協
力
に
つ
い
て

二
月
一
日
か
ら
の
一
ヶ
月
間
か

赤
十
字
社
員
の
強
調
月
間
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

各
自
治
会
役
員
、
赤
十
字
協
賛

委
員
、
日
赤
奉
仕
団
員
が
貴
方
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
社
員

に
な
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
社
員

に
加
入
い
た
だ
き
、
既
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
本
年
度
の
社
費
を

納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
貴
方
か
ら
い
た
だ
い
た
社
費
は

災
害
救
護
、
国
際
救
護
、
社
会
福

祉
事
業
等
の
赤
十
字
事
業
を
支
え

て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
認

定
農
業
者
に
つ
い
て

認

定

農

業

者

を

希

望

さ

れ

る

方

の
面

談

を

開

始

し

ま

す

。

認

定

農

業

者

に

な

り

ま

す

と

ス

ー

パ
ー

Ｌ

資
金

（

年

利
1
.
5％

～
２
％

）

を

借

り

ら

れ

る

な

ど

の

メ
リ

ッ

ト

が
あ

り

ま

す

。

●

面

談

開

始
　

二

月

三

日

以

降

●

と

こ

ろ
　

役
場

、

農

業

委

員

会

詳
し

く

は

、

村

農

業

委

員

会

登
二

七

―
ニ

ー
　一
　一

へ

お

尋

ね

く

だ

さ

い
。

弘
前
大
学
病
院
新
患

受
付
曜
日
の
変
更

内
科
及
び
外
科
の
新
患
受
付
曜

日
が
左
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

内
　
科
第
一
内
科
　
火
・
金
曜
日

第
二
内
科
　
月
・
水
曜
日

第
三
内
科
　
月
・
木
曜
日

外
　
科
第
一
外
科
　
火
・
木
曜
日

第
二
外
科
　
月
・
水
曜
日

7●各課からお知らせ

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
三
月

※
な
お
、
還
付
申
告
は
一
月
四
日

に
な
り

ま
す

と
大
変
混
雑
し

ま
す

の
て
、

申
告
は
日
太
め
に
お
済
ま
せ

く

だ
さ
い
。

コ
　

マ
イ

ホ
ー

ム
を

ロ
ー
ン
な

ど

で
取
得
し

た
場
合

二

、
多

額
の
医

療
費
を
支

払
っ
た

場
合
（
支

払
っ
た
医
療

費
が
十
万

円
か
所
得

金
額
の
五
％

の
い
ず
れ

か
少
な

い
額
を
超
え

た
場

合

）

三

、
災

害
や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

四

、
出
稼

ぎ
や
中
途
退
職
の
た
め
、

年
末
調

整
を
受
け
て

い
な
い
場
合

▼
持
参

す
る
も
の

給
与
所
得
、
退
職
所
得
の
源

泉
徴
収
票
（
複
数
の
勤
務
先

の
場
合
は
全
部
）

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
は
、

住
民
票
、
登
記
簿
謄
本
、
借

入
金
残
高
証
明
書
な
ど
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検

察

審

査

会

っ

て

な
～

に
？

聞
き

な
れ
な

い
名

称
で
す

が
。
2
0歳

に
な
っ

た
日

か
ら
あ
な

た
も

検
察
審
査

員
に
選

ば
れ
る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。
詳
し

く
お
知
り
に
な

り
た

い
方
は
、
最
寄
り

の
検
察
審
査
会

に
お
問

い
合

せ
く
だ
さ

い
。

検
察
審
査

会
は
裁
判
所

の
中
に
あ
り
ま
す

。
な

お
検
察
審
査
会
で
は
、

広
報
用

ビ
デ
オ
「
真

実
を
求
め
て
」

を
貸
し

出
し
て

い
ま
す
。

青
森
検
察

審
会

青
森
市
長
島

一
－

三
－

二

六

電
話

○
一
七
七
１

二
二
－

五
三
五
一

検察審査会●8



交通事故のない明るい村をつくろう管内の発生状況

区　　分 平成６年 平成５年 増減数 増減率

発生件数 53 65 －12 -18.5

死 者 数 １ ４ －３ -75.0

傷 者 数 67 71 －４ 一　５．６

み～つけた8

4

町村別発生状況

区 分
平 成 ６ 年 平 成 ５ 年 増　　　 減

件数 死者 傷者 件数 死者 儲 件数 死者 偕者

蟹田町 14 ，16 16 ２ 18 －２ －２ －２

刊町 11 12 11 且 土０ １

蓬田村 17 １ 23 25 30 づ １ －７

三厩村 ４ ４ ６ １ ５ －２づ －１

平舘村 ７ 12 ７ １ ７ 土０ ぺ ５

計 53 １ 67 65 ４ 71 －12 づ －４

ＵＦＯを形どったよもぎ温泉

の玄関は宇宙ステーション入り

口をイメージしたもの。そこに、

ザ・権現様登場 ／

瀬辺地地区のみなさんご苦労

さまでした。

へ表定予事行月２
―５６７８０１１１２１３１５１９１０２２２７２ 日

水日月火水金土日月水日月水月 曜

陶
芸
教
室
　
　
９
時

中
央
公
民
館
開
館
日

書
道
教
室
　
　
１３
時
３０
分

一
才
六
ヵ
月
・
三
才
児
検
診
（
中
央
公
民
館
）

陶
芸
教
室
　
　
９
時

殷
脱
検
診
　
　
９
時
（
中
央
公
民
館
）

人
権
相
談
　
　
1
0時
（
中
央
公
民
館
）

ス
キ
ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
（
ス
キ
ー
場
）

村
民
ス
キ
ー
大
会

書
道
教
室
　
　
１３
時
３０
分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
（
中
央
公
民
懇

書
道
教
室
　
　
１３
時
３０
分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

書
道
教
室
　
　
１３
時
３０
分

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事

中

央
公
民

館

中

央
公
民

館

中

央
公

民

館

民
　

生
　

課

中

央
公
民

館

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

体
協
ス
キ
ー
部

体
協
ス
キ
ー
部

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

連

合
Ｐ

Ｔ

Ａ

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

中

央
公

民

館

担
　
　
　

当

9●み～つけた／行事予定

平
成

六
年
中

の
蟹
田
警
察
署
管

内

に
お
け

る
交
通

事
故
発
生

状
況

は
、
前

年
に
比

べ
て

、
発
生
件
数

、

死
者

数
、
傷
者
数

の
い
ず
れ
も

減

少
し

ま
し

た
。
こ

の
傾
向
は
県
内

的

に
見

て
も
同
じ

で
平

成
六
年

の

重
点
対

策
と
し
て
取
り

組
ん

だ
高

齢
者

の
死

者
数
も
前

年
よ
り
減
少

し
ま
し

た
。

今

年
も
交
通
事
故

が
減
少
す

る

よ
う

に
、
一
、
冬

道
の
安
全
運
転

二

、
飲
酒

運
転
の
追
放

、
三

、

シ

ー
ト

ベ
ル
ト

着
用

の
徹
底
、
こ

れ

ら
を
村
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
し
ょ



広報よもぎた

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
⑩

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

冬
休
み
に
入
る
頃
、
大
掃
除
に

て
窓
か
ら
た
く
さ
ん
の
雪
を
教
室

に
投
げ
込
み
、
木
の
椅
子
を
一
人

一
人
押
し
歩
い
て
雪
か
黒
く
な
り

か
け
た
時
を
見
て
再
度
雪
を
外
へ

捨
て
床
を
ピ
カ
ピ
カ
に
き
れ
い
に

し
た
木
造
校
舎
を
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
蓬
中
を
卒
業
し

早
二
十
余

年

が
経
ち
、
月
日

の
早

さ
を
感
じ

る
こ

の
頃

で
す
。

「
広

報
よ

も
ぎ
た
」

が
新

年
早

々
に
届

き
驚
き
と
、
又
と
て
も
懐
か
し
く
拝

見
す

る
こ
と

が
出
来

ま
し

た
。

さ
て
、
私
は
高
校
卒

業
後
、
看

護
学

校
、
助
産
婦
学
校

卒
業
後
、

国

立
弘
前

病
院
に
就
職
し

、
三

年

後
に

は
結

婚
、
上
京
し
現

在
の
病

院

へ
就

職
し

て

い
ま
す
。

当
病
院

は
ベ
ッ
ダ
数
約
三
百
三

十
床

、
看

護
婦
数
二
百

余
名
で
平
成
五

年
に

は
東
芝
独

自
の
医
療
情
報

シ
ス
テ

ム
よ
り

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
化

さ
れ

さ

ら
に
機
能

よ
く
動
き
出
し

て
お
り

ま
す
。
極

最
近
ま
で

は
、
外
来
業

務
に
従

事
し

て
お
り
ま
し

た

が
、

人口と世帯数

(12月31日現在)

総人口3,906 人
男　1,874人
女　2,032人
世帯数1,046世帯

昨
年
五
月
か
ら
は
予
防
医
学
分
野

と
し
て
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
配
属
と

な
り
、
健
診
業
務
に
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
当
病
院
は
Ｊ
Ｒ
大
井
町

よ
り
徒
歩
五
分
、
自
宅
か
ら
は
徒

歩
七
分
に
て
、
通
勤
に
恵
ま
れ
快

適
で
す
。
結
婚
後
十
七
年
に
な
り

ま
す
が
、
仕
事
・
家
庭
・
育
児
…

…
三
姉
妹
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

共
働
き
の
為
三
交
替
や
二
重
保
育

な
ど
夫
の
最
大
の
協
力
を
得
、
核

家
族
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
長

期
疾
病
に
は
実
母
を
何
度
か
上
京

し
て
も
ら
い
そ
の
場
を
過
し
た
こ

と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
結
婚
後

は
毎
年
帰
省
し
て
い
ま
す
が
「
ぐ

す
た
ま
」
主
人
の
偉
大
な
力
を
借

ご結婚おめでとうございま寸

東
芝
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

坂
　

本
　

俊
　

子

り
て
、
友
人
・
恩
師
と
の
語
ら
い

等
々
、
ま
た
、
磯
の
香
り
す
る
沿

岸
を
み
て
、
自
分
独
自
の
地
平
線

を
探
す
こ
と
が
で
き
る
こ
の
故
郷

が
印
象
的
で
す
。
津
軽
弁
は
自
宅

で
も
使
い
、
ふ
る
さ
と
意
識
は
誰

に
も
負
け
な
い
程
で
す
。
皆
様
も

お
身
体
に
は
気
を
つ
け
て
蓬
出
村

の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

メモ

●･現住所／〒140 東京都品川区大＃1 －

49-12ライオンズマンション大＃702号a

03 ―3778-2351  ・生年月日／昭和26年10

月28日 ／ド出身／郷沢／福井俊雄氏長女

●･家族構成／夫・貢・長女・恭子・二女

・智子・三女・崇子卜好きなもの／音楽

鑑賞、茶道、華道･･経歴／青森市立中央

高等学校卒業（昭和45年３月）／国立干

葉病院看護学院～弘前大学医学部附属助

産婦学校卒業（昭和49年３月）／国立弘

前病院勤務（昭和49年４月）／東芝病院

勤務～現在に至る。

訂

正

し

ま

す

本
誌
一
月
号
戸
籍
の
窓
口

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
欄

で
青
木
　
和
ち
ゃ
ん
の
よ
み

が
な
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●10

戸籍の

窓　口

12月受付分

お誕生おめでとうございま雉

八 戸　 景 子

ゆうだい越 田　 雄 大

ゆ　か　
り

田 中 友 香 里

たつまさ
福 士　 辰 将

松　 男

子　 春

俊　 春

サ ト子

久　 道

､雅　 美

渡

､順　 子

二 女

二　 男

長　女

二　 男

松 本 勝 治（阿弥陀川）

相　内　春　香（今別町）

おくやみ申し上げます

小野　まさ(郷　　沢　83歳)

藤田　晃作(中　　沢　74歳)

さ
ん


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

